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大津ケ丘第二小学校 令和４年度 学校評価アンケート結果 

 

保護者アンケートで返信いただいた結果がまとまりましたので，ご報告いたします。結

果については，今後の学校運営や学校経営方針に反映してまいりますので，ご了承くださ

い。ご協力をいただき，ありがとうございました。 
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91.9%の方が肯定的評価

をされています。 

学校に期待することの上位３項目は教職員ア

ンケートと同じ結果でした。保護者も教職員も

「自分で考え行動する力を身に付けること」

「人と関わる力を身につけること」を児童や学

校に一番期待していることが分かりました。 

86.6%の方が肯定的評価をされています。

学校だよりやホームページ，すくすくメー

ルの活用が保護者の皆様には概ね肯定的に

捉えられているのだと思います。今後も同

様に活用していきます。 
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＜今年度の【３つの重点目標】について＞ 

【重点目標①】生活リズムを整えることができる子ども 
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今年度は運動会，２回の授業参観でお子さん

の学校での活動の様子を参観していただきま

した。また，４月の懇談会，個人面談も希望制

で２回実施したので，担任から学校での様子

について詳しくお話しできました。そのため，

否定的評価は昨年度の 11.7%から 7.2％へ

下がりました。 

保護者アンケートでは半数以上，教職員では

３割の否定的評価となりました。整理整とん，

持ち物の準備をきちんとできることが，より

よい学習環境のための基本となります。学校

でも指導を続けますので，家庭での声かけも

よろしくお願いします。 

昨年度の 65.4%から上昇し，およそ７割の

保護者から肯定的評価をいただきました。今

年度は新型コロナ予防に伴う行動制限が無

く，外遊びを充実させられました。適度な運

動習慣を身に付けることは，生涯に渡って大

切なことです。楽しく体を動かす機会をこれ

からも推奨していきます。 
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【重点目標②】互いに認め合える子ども 
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保護者・教職員・子どもそれぞれのアンケー

トで肯定的評価が多数を占めますが，否定的

評価がそれぞれ１０％前後見られるので「自

主・自立」を促す指導に努めていきます。家庭

での声かけも併せてよろしくお願いします。 

保護者アンケートでは３割弱，子どもアンケ

ートでは３割超の否定的評価等の回答から，

睡眠時間が十分ではない状態で学校生活を

送っている児童が多いことが推測されます。

生活リズムを整えて元気に生活するために

は十分な睡眠が基本となります。早寝早起き

を習慣づけていきましょう。 

保護者・教職員アンケートでは肯定的評価が

６０％台ですが，子どもアンケートでは８割

を超えています。学習でも日常生活でも友達

とのコミュニケーションを積み重ねること

で，「伝え合う」力を育んでまいります。 
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肯定的評価が 91.9%と，昨年度の 90.2%か

ら更に上昇しました。学校でも，困っていると

きに手助けしたり，優しい声をかけたりする

児童の姿が多く見られます。 

保護者からの肯定的評価が昨年度よりも６ポ

イントほど低下しました。子ども・教職員アン

ケートでは共に９割を超えています。外でき

ちんと対応できることは大切なことです。「あ

りがとう」「ごめんなさい」の一言を大切にす

ることを身につけてほしいと考えています。 

子どもアンケートでは 96%の肯定的評価で

したが，保護者アンケートでは肯定的評価が

昨年度よりも８ポイントほど低下し，否定的

評価がやや増えました。それらの児童や保護

者の気持ちに寄り添っていけるよう，「二小

ちゃんアンケート」などを通して今後も対策

を講じていきます。 
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【重点目標③】根拠をもって論理的に説明できる子ども 
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「大津二小いじめ防止基本方針」による児童

のいじめを未然に防ぐ取り組みを行っており

ます。また，担任だけでなくスクールカウン

セラーや担任以外の教職員への相談体制も整

備しています。お子さんの相談ごとはお気軽

に学校にご連絡ください。 

今年度の設問に「地域の人」が追加されたた

め，保護者・教職員・子どもそれぞれのアン

ケートで昨年度より肯定的評価の低下が見

られました。地域の方々の多くの支援が学校

生活の支えになっていることを児童へ伝え

ていき，感謝の気持ちを育てていきます。 

保護者の否定的評価が２割超となり，児童

が学習内容を理解しているか心配されてい

ることが分かりました。昨年度配備された

GIGA 端末を活用する学習はもちろん，国

語・算数を中心とした「基礎・基本の定着」

を目指して，教職員が一丸となって授業改

善に努めていきます。 
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論理的思考力は，その過程を他者に伝えるこ

とで育まれていきます。日々の学習で「どの

ように考えたのか」を友達に伝える場を設け，

少しずつ説明力を伸ばしていけるように取り

組んでいます。また，算数の学習を身近に感

じられるように努めていきます。 

保護者アンケートでは 26.8%，教職員は

37.5％と，肯定的評価の少なさが目立ちまし

た。一方，子どもアンケートは 58.8%と半数

を超えていました。休み時間や学習中のすき

間時間に読書ではなく GIGA 端末を選ぶ児童

が増えたことも一因にあります。司書教諭・図

書館指導員が中心となり，様々な取り組みで

読書活動の充実に努めていきます。 

論理的思考力を育てていくための習慣とし

て，単純に問題の一問一答だけでなく「な

ぜ」を毎日の学習で大事にしています。ま

た，考えたことを説明する場もこまめに設

定しています。 
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保護者アンケートでは 75.6%，子どもアン

ケートでは 84.3%の肯定的評価となりまし

た。学習だけでなく，日常生活のコミュニケ

ーションにおいても培われる要素であるた

め，上手な話の聞き方・質問の仕方を今後も

指導していきます。 

保護者・教職員・子どもそれぞれのアンケー

トで肯定的評価が８割を超えています。でき

たことを言葉にして振り返り，次の目標を見

出すことが成長へとつながります。今後も振

り返りを大事にして，児童の成長に寄り添っ

ていきます。 

家庭学習へのご協力，改めてありがとうございま

す。自主・自立を目指して，保護者の促しがなく

ても児童が進んで家庭学習に取り組むことができ

るよう，内容や量を考えながら進めていきます。 
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設問㉒ 「学校に対して今後の改善案など，ご意見をお寄せください」について 

タブレット学習が増えたが，学校と親との約束を

守らない。ネット検索から全く違う趣味を見たり

使う時間が長すぎたりと，毎回けんかになる。 

⇒次年度からＧＩＧＡ端末に利用時間の制限

が設定されます。制限時間内での利用は，家庭

での約束をお子さんと再度確認するよう，ご

協力ください。 

ネットリテラシーなどを学ばせてほしい。 ⇒各学年でネットモラル動画を定期的に視聴

しています。今後も続けていきます。 

・学習面で，もう少し力を入れて頂きたい。 

・学力をもっと上げてほしい。 

⇒本校児童の実態に合わせて学習活動を進め

ています。児童が主体的に取り組むことので

きるように，授業改善に努めたり学力調査の

分析を授業に活用したりと，教職員チームで

注力しています。家庭学習へのご協力を，併せ

てよろしくお願いします。 

学年が進むにつれ，不必要なものを持参するよう

になった。持っていないと友達と話に入れてもら

えないこともある。今一度，みんなできまり事を

確認してほしい。 

⇒各学級で「よい子のきまり」をよく確認し

て，持ち物の約束について指導を徹底してい

きます。 

端末が増えたこともあり，教科書含め荷物の負担

が大きいことが少し気になる。 

⇒ＧＩＧＡ端末の Classroom は連絡帳を兼ね

ています。児童の荷物が重くならないように，

持ち帰る必要のない教科書やノートは机に置

いて帰るよう，声かけをしています。 

授業を座って静かに聞く，友達が嫌がることをし

ない，交通ルールを守るなど，当たり前の事を徹

底してほしい。 

⇒各学級で，随時指導していきます。家庭で

も，お子さんへの声かけをよろしくお願いし

ます。 

歩道や横断歩道の歩行，自転車の乗り方が悪い子

どもが多くて危険。学校でも注意してほしい。 

⇒大きな事故にならないように，日々の安全

指導を充実させていきます。学区内で危ない

場所があったら，学校へお知らせください。 

手を出してしまう子に対して，ケガになる前にき

ちんと指導してほしい。 

⇒ケースによっては担任だけでなく学年，生

徒指導担当，管理職も加わり，組織で対応して

いきます。 

他校に比べて学校行事が少なく感じる。運動会の

他に何か行事があってもよいと思う。 

⇒今後の社会情勢（新型コロナ感染状況等）を

踏まえながら，全校行事・学年行事の充実を図

っていきます。 

部活動を増やしてほしい。 ⇒柏市では校内の部活動から地域のスポー

ツ・文化的活動への移行を進めています。本校

では教育課程内の「クラブ活動」を充実させて

いきます。 

 

※ご協力いただきありがとうございました。今後の学校運営に生かしてまいります。 


